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介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

に お け る 課 題
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大阪府の現状

要支援・要介護認定率  全 国 ト ッ プ ク ラ ス



大阪府の現状

防げる要因が多い
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大阪府の現状

訪問介護の利用率が高い
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軽 度 者 支 援 の 考 え 方
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改めて…介護保険の理念
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生 活 行 為 の “ し づ ら い ” が ポ イ ン ト



フレイルの順序
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過剰なサービスによる弊害
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日中の活動量が重要
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軽度者支援の考え方
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『自分らしくて自信が持てる生活』を

再び取り戻せるという可能性に

高齢者自身が 気付く

具体的な生活課題の解決へ

主体的に取り組むきっかけと方法を学び

行動変容 する

本人
が

望む生活

フレイル
・

心理的不安

からの脱却

体調不良
転倒

ライフイベント
など

現状
の

生活課題

改善
に向けた
取り組み

生活
の
変化
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セルフマネジメント＝軽度者支援の肝



短期集中予防サービス

医療的サービス
（受診・入院等）

介護保険サービス
（訪問・通所）

※ 期間限定的？ 永続的？

等

入口～出口まで…

川の流れのような戦略
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入 口 中間 出 口

規範的統合

窓口強化

アセスメント
（個別・測定会）

広報・説明会
（住民・関係機関や団体）

等

活動機会や役割の獲得
他者交流・社会参加

介護保険サービス

一般介護予防・通いの場

民間・自費サービス

等

生活課題の抽出
原因分析・予後予測

目標設定

自立支援・重度化防止
に向けた

効果的な取り組み

本人が望む生活
生活支援体制整備事業

との連動が重要！
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生 活 行 為 の 改 善

生 活 課 題 の ア セ ス メ ン ト  →  工 程 分 析  

確認した生活行為において、

どの工程で

『できない』や『しづらい』

が生じているか

を特定する。

03
本人にとって必要なこと

（優先的に解決すべき課題）

が明らかになったら、

実際の状況を確認する。

※ 可能な限り、普段行って

　いる方法で…。
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本人が望む生活と、

現状とのギャップを把握。

『できない・しづらい』

ことの中から、

本人にとって必要なこと

を、本人と共に確認する。

01
動作確認困りごとの聴取 工程分析
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工程分析（例：入浴動作）
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工程分析

大阪府  ガ イ ド ブ ッ ク を 活 用

何が出来るようになれば、

その工程が自立に近づくかを考えます。

「これができるようになればできる！」

というものにチェックします。

大阪府ホームページ

生活行為の向上・改善を目指して〈介護サービス事業所向け

「短期集中予防サービス（通所型）」ガイドブック〉』 資料編

 より引用

 ※ 『大阪府 通所C ガイドブック』で検索 → PDFダウンロード可能

【 自立度 】

　〇１：楽にできる

　〇２：少し難しい

　△１：一部介助

　　　　改善可能性高い

　△２：一部介助

　　　　改善可能性低い

　×１：全介助

　　　　改善可能性高い

　×２：全介助

　　　　改善可能性低い
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『しづらい』を

 ど の よ う に 捉 え れ ば よ い か
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その上で…

『具体的な目標設定』は合意形成の要
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その上で…

『具体的な目標設定』は合意形成の要



L E T ' S  T R Y !
やってみましょう！



ワ ー ク ①

生 活 課 題 の 抽 出

～ 工 程 分 析 ～
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ワーク実施時のお願い
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1 . 正 解 は あ り ま せ ん の で 、 “ ご 自 身 の ”  お 考 え を 積 極 的 に ご 発 言

く だ さ い 。

2 . 他 者 の ご 意 見 は 否 定 せ ず 、 そ の 意 味 や 意 図 の 掘 り 下 げ ・ 具 体 化

に つ い て ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

3 . 同 様 の 意 見 は “ 自 信 ” に 、 異 な る 意 見 は “ 新 た な 気 付 き ” と し て

ご 認 識 く だ さ い 、



どの生活行為（ADL，IADL）を → ３つまで

どの優先順位で 
何 の

その生活行為（ADL，IADL）の

どの工程（どの動作）を → ４つまで
ど の 部 分 を

どうやって

→ 聞く：何を・誰から？　見る：何を・どのように？　 
ど の よ う に
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ワ ー ク ①

生 活 課 題 の 抽 出  ～ 工 程 分 析 ～
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M e m o



ワ ー ク ②

目 標 設 定 と 支 援 方 法 の 提 案

04
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追加情報
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各領域の課題等 に関わる資料を

読み込んでください。

（５分程度）



本人は、どのような生活を取り戻したいと考えているか

※ イメージのみ
本人の望む生活

生活上の目標（例：〇〇が出来るようになる）

※ 出来る限り、安心・安全・安楽・安定は使わない
目標

目標達成のために必要な具体的な取り組み・支援

※ 期間限定 o r  永続的 も含めて
支援方法
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ワーク②

目標設定と支援方法の提案
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M e m o


